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【水無月・Ｊｕｎｅ】010601 

６月がスタート。唯一、祝祭日が無い月です。日本は外国と比べ、祝祭日が多い国なの

で、６月に祝祭日が入ることは検討されないようです。 

期末テスト・郡市総合体育大会など、生徒も職員も心と体が休まらない月、疲れがたま

る時期です。布団以外での「うっかり寝」、遅刻ぎりぎりで「びっくり起き」、好きなもの

だけの「ばっかりご飯」にご注意を。『ぐっすり寝』、『すっきり起き』、『しっかりご飯』

で乗り切りましょう。 

ところで、６月は梅雨なのになぜ水無月？ここの「無」は、「～の」にあたる連体助詞

「な」で、「水の月」という意味だそうです。田浦弁で言うと「ん」ですね。（ネコん子、

蜂ん巣、おぎゃんと、わぎゃんと等、たぶん。） 

英語では、Ｊｕｎｅ（ジュン）と言いますが、結婚生活の守護神であるジュノー（ジュ

ピターの妻）から取られました。6月に結婚式を挙げる花嫁（ジューン・ブライド）は幸

せになれるそうですが、日本では雨が多い６月に利用者を増やそうと結婚関連業界が広め

たようです。バレンタインデー、ホワイトデー、恵方巻も業界の取組。クリスマスにチキ

ンも日本くらいという話を聞きますね。しっかり乗るのも楽しみです。（Ｈ） 

 

【明日から期末テスト】010602 

明日から期末テストです。私たちが中学生の頃は、１学期に中間・期末、２学期に中

間・期末、３学期に学年末、計５回の定期テストがありました。また、中３の１学期まで

廊下に順位が張り出されていました。当時は評定も定期テストが中心で、相対評価だった

ため、５・４・３・２・１の割合が決められていましたが、今は毎時間の評価や単元テス

ト、学習課題など細かな見取りを行い、絶対評価で評定を出しています。 

平成の初めころまでは、ほとんどの先生がテストの原稿を手書きでつくっていました。

当時は知識・理解に関する１問１答式の問題がほとんどでした。今は県学力調査を参考

に、思考力・判断力をみる問題も多く出題しています。短文で回答させるため採点にも時

間がかかります。 

実は、私は中１の１学期中間テスト初日の朝、友達数人と体育館でバスケットボールを

して遊んでいました。当然、担任の太田先生から怒られました。小学生の頃は習った直後

の単元テストで、範囲も狭かったので、勉強をしてテストを受けるという発想がありませ

んでした。「認めたくないものだな、若さ故の～。」という有名なセリフが浮かびます。 

音楽は例年、最初のテストは校歌から出題されます。まさか「学ぶ」「育つ」を間違え

たりはしないですよね。（Ｈ） 

 

 

 

 



3 

 

【５秒の整理】010603 

期末テスト１日目。職員室では採点が始まりました。採点者が「珍解答」を嘆いていま

す。弟の友達は中学生の頃、ナイル川につくられたダム、アスワン・ハイ・ダムを悩んだ

末に、何も書かないよりはと「ガンダム」と書き、随分叱られたということでした。「珍

解答」にはなぜ間違ったか、どう教えたら良いかのヒントがあります。 

昨年１１月のブログに「田浦中の印刷室はとてもきれいに整理されています。」と書い

たのですが、時々乱れています。そんな時に、気付いて職員に一番に声を掛けられるの

は、ベテランのＫ先生です。先日は、片づけ方を写真と「カッター類の周りに、用紙の角

を三角に切った切れ端が多い」、「シュレッダーの裏に護美あり」、「次に使う人のことを考

えて、５秒の整理」等の説明で具体的に示した自作のポスターが貼ってありました。 

私は、公共の場は角が揃っていないと頭痛がするタイプなので、あちらこちらの角を揃

えて回ります。「次に使う人のことを考えて、５秒の整理」とても大事な習慣です。 

と、書いていると印刷室が気になって、気になって。行ってみると、Ｍ先生がシュレッ

ダーのごみの片付けをしていました。嬉しいことです。（Ｈ） 

 

【水俣高校女子弓道部優勝】010604 

昨夜、Ｋ先輩から高校バレー部ＯＢ会のラインに「水俣高校女子弓道部、高校総体、優

勝！ みなさん知っていましたか？」という連絡が入りました。新聞では大きな写真と

「水俣 無欲の初Ｖ」「一戦ごとに成長 快進撃」という記事が掲載されており、朝か

ら、「すごいなぁ」という気持ちで読んでいました。 

その後、ラインにマネージャーだったＫさんから「すみません、写真の一番前はうちの

娘です。頑張りました。」という連絡が入りました。新聞を読み直すと、国体強化選手に

選ばれていると言うこと。驚きました。 

決勝リーグの初戦は昨年の覇者「学園大付属高校」に大敗しましたが、その後は５連

勝。最終戦の強豪「秀岳館高校」戦はとても見応えがあったとのことでした。最後は「学

園大付属高校 対 秀岳館高校」の結果待ち。勝ち数で並んだ秀岳館高校に総的中数で上

回り優勝することができたとのことです。敗戦からスタートし、開き直って勝負ができる

のはこれまでの練習の積み重ねがあるから。すごいの一言です。 

ライングループのメンバーも自分の事のように嬉しさを感じたようです。とても良い夜

でした。（Ｈ） 
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【県特活研】010605 

今年の８月に、熊本市で中学校特別活動研究会の九州大会が開かれます。昨年度、県の

会長をしていたため、昨日は午後から実行委員会に参加してきました。 

以前も書きましたが、今から１５年ほど前に、勤務した学校が本研究大会の会場校とな

ることが決まりました。特別活動の担当であった私は、事前に校長先生から「生徒に中学

校生活の思い出を聞くと何と答えると思う？」と問われました。私が「体育大会とか文化

祭、修学旅行、学級で友達と過ごしたこと等でしょうか。」と答えると、「それは全て特別

活動だろう。特別活動を充実させることは、子ども達の学校生活を豊かにすることにつな

がる。特別活動で学校を立て直したい。リーダーシップを発揮して頑張って欲しい。」と

返されました。 

生徒指導の対応に追われ、正直、職員にはそれどころではないという空気がありました

が、試行錯誤しながら、学校総体として発表に向けて取り組んだことが、数年後に実を結

びました。私は今、後輩の先生方に同じことを、特

別活動の力を伝えています。 

今年から２年間、田浦小・中で取り組む「子ども 

たちによるいじめ防止推進事業」の柱の一つは特別

活動の充実、中心となるのは生徒会執行部です。先

日、執行部の公約である「イイコト流星群」の１枚

目が完成しました。１２月の役員交代まで広用紙何

枚分のイイコト」が集まるか楽しみです。（Ｈ） 

 

【スマホに弱い大人の教科書】010606 

昨日は熊本県学校等警察連絡協議会に出席しました。協議会は、学校等の教育機関と警

察とが一体となって児童生徒の問題行動に対する情報交換、行動連携の他、非行防止、健

全育成及び安全確保等の支援活動を効果的に行うために、平成１５年に設立されました。 

県教育委員会からはスマートフォンの利用５か条・くまもと家庭教育支援条例等につい

て、熊本県警からは熊本県学校・警察相互連絡制度、児童虐待への対応、自転車の安全利

用対策等について説明がありました。児童虐待を受けたと思われる児童を発見した者は、

ためらわず通告する義務があることを職員・保護者に再度、周知したいと思います。 

熊本県警のＨＰに『肥後っ子サポートセンター』のページがあります。子どもたちと保

護者にとって、とても役に立つ情報がたくさん載せられています。会では、そのページに

ある、『スマホに弱い大人の教科書』という冊子（発行：熊本県警察、協力：熊本県・熊

本県教育委員会・熊本市教育委員会）が紹介されました。 

『デジタル社会に生まれた子供の現状』、『どうすれば子供たちをまもれるのか？』、『最

近のスマホ事情』の３章から成り立っていますが、とても分かりやすい内容となっていま

す。ぜひお読みください。（Ｈ） 
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【還暦】010607 

職員朝会が始まるのを待って職員室にいると、３年主任のＫ先生がキラキラとラメで飾

ったとんがり帽子２つと、首にはラメのレイを二重に掛けて入ってこられました。還暦を

迎えるＫ先生に、３年生がプレゼントしたそうです。画像は非公開ですが、「なまはげみ

たいだ。」「悪い子いねえかぁ」と言いながらも喜んで写真を撮られました。 

今年の干支は「己亥（つちのと・い）」ですが、その組み合わせとなるのは『甲・乙・

丙・丁・戊・己・庚・辛・壬・癸』の10種類からなる『十干』と、『子・丑・寅・卯・

辰・巳・午・未・申・酉・戌・亥』の12種類からなる『十二支』。社会科で勉強する『乙

巳の変』や『壬申の乱』、『戊辰戦争』、『辛亥革命』は干支のことです。 

１０と１２の最大公約数が６０なので、生誕時に戻ります。赤いちゃんちゃんこを着せ

るのも、魔よけで赤ちゃんに赤い産着を着せていたからだそうです。ラメの帽子とレイは

魔よけになるでしょうか？ 

30年を半還暦、120年を大還暦と言うそうですが、これからは大還暦を迎える人も出

てくるかもしれないですね。 

良ければ私の還暦の時は、赤いコルベットに乗せてください。（Ｈ） 

 

【探検】010608 

６日（木）の１０時頃、外から元気な声が聞こえてきました。覗いてみると、田浦小学

校の２年生が「生活科」の授業で中学校にやってきたところでした。施設見学で校舎や武

道館、体育館を外から見て回る予定だったそうですが、せっかくなので校長室にも入って

もらいました。また、小２担任のＹ先生は水俣二中時代の生徒なので、授業風景を見るの

も楽しみにしています。 

小学生とは合同遠足や相互授業参観で顔見知りなので、学校外で会っても、しっかりあ

いさつをしたり、話しかけたりしてくれてとても嬉しいです。今日は「〇年生の〇〇の弟

です！」「〇年生の〇〇の妹です！」「お兄ちゃんは真面目に勉強していますか！」と、そ

れぞれ自己紹介が始まりました。「とても頑張ってるよ！」と答えると嬉しそうな顔をし

ました。 

廊下を通る中学生が立ち止まるように、校長室周辺にはいろいろなもの（ダンゴムシや

変わった生き物、ネコのフィギュア、ルービックキューブなど）を置いているのですが、

小２の子どもたちもそれらに興味を示し、矢継ぎ早に質問されました。担任Ｙ先生は毎日

こんな楽しさかと羨ましい限りです。Ｙ先生、頑張り時です。 

最後にみんなで「手伸し（楽し）い」ポーズで写真撮影をしました。様子は『エール

（たのうらっ子地域応援団広報誌）』でも紹介されるそうです。（Ｈ） 
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【メダカ？ハエ？カダヤシ？】010609 

メダカを飼いはじめたことを書きましたが、職員から形が違う、模様が違うと、「ハエ

（ハヤ）」の稚魚説が持ち上がりました。動きが速いので「ハヤ」と名付けられたという

説があります。学校の魚もびゃんびゃん泳いでいます。 

生徒玄関にタライを持ち込み、さらに“メダカ？”“ハエの稚魚？”を入れました。そ

れを見た１年生の一言「（ウーパールーパーの）“ササミちゃん”の友達ですか。」Ｔ養護

教諭の一言「名前は“カンロ”にしましょう。」大人にはなりたくないものです。 

帰宅後に長男と話をすると、カダヤシではないかということ。確かに、「蚊・絶やし」

の名の通りボウフラをどんどん捕食しています。しっかり観察したいと思います。 

 土曜に睡蓮鉢を覗いたところ、卵を抱えていました。カダヤシは胎生なので、やはりメ

ダカ 。ヒレの形も確認し、メダカに決定します。 

 先日の退職校長会の取材で、「趣味は何ですか。土日は何をしていますか。」と聞かれま

した。「睡蓮鉢のメダカを眺めています。」が加わります。もう一つ、「ネコと遊んでいま

す。」と答えましたが、嘘をつきました。「ネコに遊んでもらっています。」（Ｈ） 

 

【自転車ヘルメット】010610 

先日の学警連協議会で、熊本県警から『肥後っ子サポートセンター』が紹介されまし

た。各校でも紹介をと言うことでしたので、許可を得て、田浦中ＨＰから開けるようリン

クさせました。子どもたちを守るための情報が満載です。 

協議会の中で、愛媛県の高校生の自転車ヘルメット着用の取組が紹介されました。県の

ＨＰによると、「愛媛県では、平成２６年に県立高校生の自転車による死亡事故が相次

ぎ、再発防止が急務となった。平成27年度から、県立高校生等によるヘルメットの完全

着用に取組み、自転車通学時や部活動、学校行事等におけるヘルメット着用を自転車通学

の許可要件とし、7月1日から、県立高校生等によるヘルメットの完全着用が始まった。  

それ以降、自転車と自動車の接触等による重大事案が１０件起こり、中には、追突され

た衝撃で頭部がフロントガラスにぶつかり、フロントガラスが割れるなどの事故もあった

が、いずれもヘルメットをきちんとかぶっていたために、命を守ることができた。」との

ことでした。 

私の次男も中学生の頃、自転車運転中、車と正面衝突をして空中に飛ばされてボンネッ

トに落下したのですが、ヘルメットを着用していたため大事には至りませんでした。事故

の電話連絡を受けた時は覚悟をしました。高校時代だったらヘルメット無しだったと思い

ます。ぞっとします。 

ＨＰは「今後とも、ヘルメットを着用することで、生徒が自分の命は自分で守るという

意識を高めるとともに、ヘルメット着用を新しいファッションとして定着させ、『自転車

新文化』の発展の一翼を担っていきたいと思っています。」と結ばれています。（Ｈ） 
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【保護司会講話】010611 

 毎年 7月は、『社会を明るくする運動』強調月間です。芦北町保護司会と更生女性の会

でも、町内の３中学校を順番に回り講演会をされています。今年は田浦中学校の順番で、

会員の皆さん１０名が来校されました。 

保護司は、保護司法に基づき、法務大臣から委嘱を受けた非常勤の国家公務員（実質的

に民間のボランティア）です。 

法務省のＨＰによると、保護司の使命は「社会奉仕の精神をもつて、犯罪をした者の改

善及び更生を助けるとともに、犯罪の予防のため世論の啓発に努め、もつて地域社会の浄

化をはかり、個人及び公共の福祉に寄与すること」とされており、犯罪予防活動（犯罪や

非行をした人の改善更生について地域社会の理解を求めるとともに、犯罪や非行を未然に

防ぐために、「講演会」、「住民集会」、「学校との連携事業」などの犯罪予防活動を促進す

る。）の一つとして、今日の講話が行われました。 

ＤＶＤ『二つの道』の視聴では、保護観察（更生保護の中心となる活動で、犯罪や非行

をした人に対して、更生を図るための約束ごと（遵守事項）を守るよう指導するととも

に、生活上の助言や就労の援助などを行い、その立ち直りを助ける。）。生活環境調整（少

年院や刑務所に収容されている人が、釈放後にスムーズに社会復帰を果たせるよう、釈放

後の帰住先の調査、引受人との話合い、就職の確保などを行い必要な受入態勢を整え

る。）といった、保護司の役割について学ぶことができました。（Ｈ） 

 

【針子】010612 

 職員玄関の睡蓮鉢の横に、タライを追加しました。生まれたばかりの「針子」と呼ばれ

る稚魚を親が食べてしまわないように、分離して飼っています。たくさん成魚になってく

れることを願って日々観察しています。帰宅後はネット等で調べる日々。メダカについて

ずいぶん詳しくなりました。 

 トカゲ、カナヘビ、サンショウウオ、カエル、ダンゴムシ、校長室の前に本物そっくり 

のフィギュアを置いています。本物には無理でも模型には触れます。じっくり眺めて、か 

わいさが分かれば、毛嫌いしないようにならないかなと思っています。 

出張先で、Ｋ先生が以前勤務していた学校の校長先生に会いました。「ヤモリを飼われ 

ているそうですね。」と聞くと、「？、ヤモリ？トカゲ 

だよ。」との答え。Ｋ先生が頭に乗せることができる 

のは「トカゲ」でした。 

 ちなみに、ちょっと太めでツルツルしていて、尻尾 

が体の半分くらいの長さなのが「トカゲ」。スリムで 

ザラザラしていて、体の２／３くらいは尻尾なのが 

「カナヘビ」。今度は「本当にトカゲだったのか？」 

が気になるところです。（Ｈ）             上：トカゲ 下：カナヘビ 
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【弱点】010613 

先日の保護司会講話に、水俣二中で同勤したＹ先生も来校されました。田浦中で退職さ

れたので、ご存知の方もいらっしゃるかと思います。ご主人は私の弟Ｃの担任でした。何

かとご縁があります。 

Ｙ先生の名字は、時代劇で一方が「Ｙ」と言ったら、一方は「Ｋ」と答えるという合言

葉で有名なものです。１０年ほど前でしょうか。隣の席のＹ先生に用があり、声を掛けよ

うとしましたが、名字が浮かびません。名前は出てくるのに、とても簡単な名字だと言う

ことは思い出せるのに、画数が少ないということまで思い出しているのに浮かびません。

「あ」から順に「赤山」、「荒川」、「い」で「池田」などと名字を思い浮かべてみますが途

中で挫折。なにせ「や」です。簡単には届きません。 

実は、昔から人の名前を覚えるのが苦手です。社会科専門で、日本史、世界史、歴史上

の人物はかなり記憶しているのに、目の前の人の名前の記憶が苦手。田浦中に来て楽だっ

たのは、昔から知っている名字がほとんどだと言うこと。「〇〇さん方の顔」とセットで

記憶をしています。 

今でも、初見の名字は弱点です。今年赴任されたＴ先生、すみません。時間がかかりま

した。（Ｈ） 

 

【良い一日】010614 

朝起きてするのはネコのご飯の準備、家を出る直前にするのはメダカの餌遣り、学校に

着いた直後にするのもメダカの餌遣り。妻からは生き物係と呼ばれています。 

午前中は、学校巡りで芦北教育事務所の３名の先生が来校されました。音楽・理科・数

学の授業を見ていただいた後、学校の様子について説明しました。説明には完成したばか

りの「学校紹介パンフレット」を使いました。その中に何を載せるか検討する中で、田浦

中の教育で何が大事なのかを考えることができました。「生徒と職員が一緒に学校を創

る」田浦中の良さはそこにあるとお伝えしました。ＨＰにもアップしましたので、ぜひお

読みください。 

午後は小学校へ授業参観に行ってきました。先日、校長室の見学に来た２年生の教室を

覗くと、「こうちょうせんせい！」と歓迎してくれました。授業は「プールカード」づく

り。水色の画用紙を２つに折って、中にチェック用紙を糊付けし、「プールカード」と書

いて完成です。大きな文字で書く子、文字の縁取りをする子、「反対に貼ってしまった。」

と頭を抱える子、いろいろな表情を

見ることができました。 

この後、１９時半からＰＴＡ主催

のビーチボールバレー大会です。「経

験者」と書いて「けが人」と読む。

ご用心、ご用心。（Ｈ） 
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【怪奇現象】010615 

このような怪奇現象がここ数年続いています。原因が分

からないのですが、診断をお願いします。 

〇新聞を読もうとすると、突然読めなくなります。 

〇お風呂やトイレに入ると、ドアの外に気配を感じます。 

〇頻繁に、足に軽い衝撃があります。 

〇家に帰ると、最初に１、２と数を数えてしまいます。 

〇不定期に、少し動く贈り物が届いています。 

〇寝ていると、急に布団が重くなります。 

〇パソコンで仕事をしていると、ディスプレイに謎の呪文が刻まれていきます。 

〇ゲッ、ゲッと不思議な音が聞こえた後、毛のかたまりが落ちていることがあります。 

〇時々、手足が傷だらけになります。 

〇毎日、車に不思議なマークが残されています。 

〇身の回りが、同じようなモノだらけになっていきます。 

〇長時間の外出が不安になります。 

〇お店に行くと、無意識にカリカリや、ちゅーるのコーナ

ーの前に立っています。 

〇スマホが同じような画像に侵食されていきます。（Ｈ） 

 

【父の日】010616            

今から４５年ほど前のことですが、父の日になるたびに思い出していたため、今でも鮮

明に記憶に残っています。 

小学校低学年だった私は、父の好きなタバコをあげることにしました。隣の店に朝から

一人で、父がいつも吸っている『ミニスター』を買いに行きました。（誤解が無いように

言うと、当時は子どもがお使いで親のタバコを買いに行ける時代でした。） 

息子からのプレゼントに「ありがとう」とうれしそうな顔。そして、思いがけない一

言、「これば一本吸ったらタバコは止むっね。」 

目の前でその中の一本に火を点け時間をかけて吸い、その後、横広の『ミニスター』の

箱を大事そうにしまい込みました。 

私は「せっかくあげたのに何で？」と思いまし

た。それ以降、父は一度もタバコを口にしません

でした。 

 冬場は毎日猪猟三昧。妻、子には本当に困っ

た父でしたが、こんなところが「達ちゃん」の良

さだと思います。（Ｈ） 

※写真は昭和３０年代の猪猟風景 
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【郡市総体まで５日】010617 

私はバスケット部の監督時代、これまで３点差以内で勝ったり負けたりしていたチーム

に決勝戦の残り３分で１０点差を付けられたことがありました。しかし、残り時間がほと

んどないところで追いつき、逆転勝ちしました。試合後に選手に聞いたところ、一度も負

けるとは思わなかったそうです。相手チームの選手に聞いたところ、「勝った」と思った

瞬間、普段のプレーができなくなったそうです。心の隙は常にあります。チャレンジャー

のつもりで戦いましょう。相手も中学生です。普段と違う何かが起こります。 

靴を並べる。道具を並べる。大きな声で挨拶をする。きびきびと動く。普段の姿がプレ

ーに出ます。私は大会が終わった後、会場のトイレ掃除をさせていました。優勝チームの

責任として、敗者に「〇〇中に負けたら仕方ない」と納得させる。負けた場合でも「〇〇

中に勝たせたかった。」と思わせる。そんな行動が来年につながります。 

中体連大会は終わっても競技に終わりはありません。悔しかった経験は中学校卒業後も

競技を続ける原動力になります。 

応援団の皆さん、選手と一緒に声を出し、チームを盛り上げてください。皆さんの応援

が力に変わります。 

皆さんは、これまで素晴らしい結果を残してきた先輩方から脈々とつながる田浦中の生

徒です。田浦中生の誇りと魂を見せてください。 

田浦中生、卒業生、地域の方々、みんなが応援しています。健闘を祈ります。（Ｈ） 

                                

【郡市総体選手激励式】010618 

今日は郡市総体の選手激励式を行いました。いよいよ今週末は大会です。仲間に感謝

し、これまでお世話になったたくさんの人に感謝し、練習してきたグラウンドや体育館・

武道場に感謝し、審判の皆さんに感謝し、対戦相手に感謝し、傲らず、臆せず、自分たち

の持てる力のすべてを出し切りましょう。スポーツ選手等の言葉を紹介します。 

「ここまで来たら、一番高いところを目指す！」藤井瑞希（バドミントン） 

「ゴールの空いているところにパスを通しなさい。それがシュートというものです。」ジ

ーコ（サッカー） 

「全員でつないだボールだったので最後に上がって来たボールは、全員の気持ちを込めて

必ず点数にしようと思って打った。」木村沙織（バレーボール） 

「今日もいい１日にする！人に負けるのはいいけど、自分には絶対負けへん！」ダルビッ

シュ有（野球） 

「僕はそんなに強くないよ。ただみんなが応援してくれるから、頑張れるだけなんだ。」

アンパンマン（ヒーロー） 

「チョー気持ちいい！」北島康介（水泳） 

「勝負どころは“エース！エース！またエース！”エースで負けたらしょんなかろ。奇策

は奇策。一番練習している正攻法が一番強い！」 畑口益喜（田浦中ＯＢ） 
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【田浦中スピリッツ】010619 

田浦中スピリッツ「あきらめない 最後まで あきらめない」を心に頑張ります。ぜひ

会場での応援をよろしくお願いします。きっと子どもたちに力がみなぎります。 

「モチベーションを下げたまま、練習をしても意味がない。ふてくされる時間が一番無駄

だ。その時間が生み出すいいことなんて、何ひとつない。」中村俊輔（サッカー） 

「卓球に関しては「失敗」と思うことが、今ではほとんどなくなりました。うまくいかな

いことはもちろんあるけれど、その場合は、反省して、次に生かすことを考える。する

と、それはもう失敗ではないと思うんです。」福原愛（卓球） 

「千日の稽古をもって鍛となし、万日の稽古をもって錬となす。」宮本武蔵（剣豪） 

「頭は低く目は高く、口を慎しみ心は広く、孝を原点とし他を益する」大山倍達（空手） 

「康介さんを手ぶらで帰すわけにいかないと、他の３人で話していた。（競泳チームの）

２７人で取ったメダルだ。」松田丈志（水泳） 

「みんなのおかげ。自分の役割をこなして、丈志につなぎたいと思った。」北島康介（水

泳） 

「最後まで… 希望をすてちゃいかん。あきらめたらそこで試合終了だよ。」安西先生

（湘北高校バスケットボール部監督） 

皆さんの熱戦を全力で応援します。苦しい時は…。 

「田浦のみんなぁ～!! オラに元気を分けてくれ～っ!!」孫悟空（サイヤ人） （Ｈ） 

 

【意識レベル１００％】010620 

選手激励式で、各部の決意表明のために生徒の前に出た

空手競技代表のＫくんが「ちょっと時間がかかりますけど

良いですか。」と言い出しました。そして、みんなに「人は

“意識”して行動するのは何％くらいだと思いますか？」

と質問。 

Ｎくんが司会席から手を挙げて「３０％」と答えると、Ｋくんは「おーっ！」というリ

アクション。みんながすごいと思っていると、Ｋくんはすかさず「正解は１０％」みんな

がずっこける中で話を始めました。「意識は１０％。残り９０％無意識。意識レベルを２

０％、３０％と高めることで、自ずと無意識の割合は下がる。意識を高めて郡市総体に臨

みましょう。」良い話でした。翌日、校長室で話を聞くと、面白い話をしないと心に残ら

ないということを意識して話したそうです。Ｋくんの意識レベルは１００％でした。 

激励式で応援生徒代表のＮくんは、あいさつの内容をしっかり練習し、事前に礼法につ

いても確認し、努力して確実に自分の役目を果たしました。開閉会の役目の１年生Ｎは大

きな声で激励式を引き締めました。選手代表Ｉさんは気持ちの籠った選手宣誓を行いまし

た。各部員は大きな返事で決意を示しました。 

校長激励の言葉は相変わらずでした。こちらも意識レベル１００％です。（Ｈ） 
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【部活動の思い出】010621 

明日から郡市総体が始まります。私は大野中に敗れて最後の大会を終えました。完成し

て間もない、佐敷中体育館が会場。敗戦後に涙を流したのが教室棟から体育館に向かう通

路の横のスペース。佐敷中勤務の２年間は、通るたびに「はぁあ。」となっていました。 

中学時代は、同級生のＫくん（今は八代高校の先生）転出先、八代五中とよく練習試合

をしていました。下級生は６個入りのボールバッグを持って、肥後田浦駅から鹿児島本線

に乗り、高田駅からは徒歩で移動。「行きに疲れて、試合で疲れて、帰りに疲れる。」が当

たり前でした。保護者やスクールバスの送迎にはたいぎゃ感謝せんとばちかぶっですよ。 

佐敷中に練習試合に行ったときは、帰りに「勝屋」さんに寄ってくるのが楽しみでし

た。列車、バスの時刻に間に合わず、友達のＨくんと歩いて帰ったことがありました。バ

カな思い付きを実行するのが中学生です。佐敷トンネルの長さと暗さ、スピードを出して

通過するトラックの恐怖と言ったら。中学生時代、最も後悔したことの一つです。結局、

トンネルを抜けた後、海浦からバスに乗りました。 

郡市総体前は、八代第一高校（秀岳館高校）、水俣工業高校とも練習試合をしました。

Ｆ先輩に水光社に連れて行ってもらい、「釜揚げうどん」をごちそうになりました。食べ

物をくれる先輩は良い先輩です。 

顧問のＯ先生は、バレーボール経験はありませんでしたが、練習ではよくサーブを打っ

てもらいました。作戦タイムの「確率では…。」数学の先生らしいアドバイスでした。 

練習や試合以外のことを含めて部活動生活ですね。（Ｈ） 

 

【郡市総体１日目】010622 

今日は郡市総体１日目。私は卓球競技の会場長でした。生徒数、部員数の減少により、

団体戦は無し。２つの中学校からの参加のため、個人戦も田浦中同士の対戦がほとんどで

した。郡市代表として、県大会での活躍を期待しています 

２０２０年のオリンピック競技加盟国数のランキングでは１位バレーボール、２位卓

球、３位バスケットボール、４位サッカー、５位ハンドボールの順です。 

６月の日本選手の世界ランキング上位３人には、女子は６位伊藤美誠選手、７位石川佳

純選手、９位平野美宇選手。男子は４位張本智和選手、１２位丹羽孝希選手、１３位水谷

隼選手、女子１０人、男子９人が５０位以内に入っています。 

水谷隼選手は、人生で1番質問されてる嫌いな内容は、「どうやったら卓球が強くなり

ますか？」「この技術はどうやったら上手くなりますか？」「◯◯はどうやったらできるよ

うになりますか？」だそうで、それに対する回答は「1万時間練習してから質問しに来て

ください。」近道なんてないということを言っています。 

３年生は入部から２７か月、今日の日を目標に１日平均２時間×週５日、月平均４０時

間、これまで１０００時間を超える練習に取り組んできました。水谷選手の言う１０分の

１かもしれませんが、一つのことを続けることができたという経験が大事です。（Ｈ） 
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【郡市総体２日目】010623 

今日は田浦中生が出場する競技はありませんでした。昨日の各競技の結果はトップペー

ジに載せています。 

昨日の午前中は卓球会場で会場長としての役目がありました。順々決勝から田浦中生同

士の対戦でしたが、プレーにそれぞれの個性を見ることができました。３年生が１年生の

時の担任・卓球部の顧問だったＩ先生も応援に駆けつけてくれました。３年生の成長が嬉

しかったとのことでした。 

競技終了の頃、他協議の結果もメールで届きだしました。野球が敗退、バレーボールも

惜敗。サッカーは２対２の同点で後半戦へ。 

卓球の閉会式後、バドミントン会場へ向かう準備をしていたところ、団体優勝の朗報が

入りました。会場に着くと個人戦も全員が２回戦へ進出していました。 

シングルスのＩさんは激戦を制し決勝へ、ダブルスの第１シードＭＳさん・ＭＲさんペ

アは順当に決勝へ、ダブルスのもう一つの準決勝、ＹＨさん・ＹＫさんペアは１セット目

を取られ、２セット目を取り返し、３セット目へ突入。皆の声援を受け、ついにこれまで

一度も勝ったことのない相手に２－１で勝利。嬉し涙を流していました。 

それを見ていたＭＲさんは、「まだ早い、私たちに勝ってから泣いてほしい。」との一言。

仲間への愛情を感じました。（Ｈ） 

 

【メダカと学校】010624 

「学び舎応援私募債」の発行記念として、フクマツ建設様の指定により肥後銀行様から

ご寄付をいただき、本日贈呈式がありました。陸上競技用のユニフォーム１５着とハチマ

キ１１本を購入させていただきました。大会にはずいぶん古いユニフォームで出場してお

り、大変助かりました。陸上大会・駅伝大会にぜひご期待ください。 

２年生からメダカを飼いたいという申し出がありました。せっかくたくさん孵化したの

で、飼いたいと言うクラスはないものかと待っていました。早速、最初に言ってきたクラ

スだけへの特典として、用意していた水槽セットと底石、餌を渡しました。ダンゴムシの

ガシャポン５回分なので大切にしてください。 

昼休みに係の３人が底石を洗い、水草とポンプをセットし、準備を整えていよいよメダ

カの投入。それぞれがタライから稚魚をすくい、３０匹近く水槽に入れました。名前を付

ける予定だったそうですが、太郎から始まり何郎まで行くか分かりません。 

教室にもっていくと、教室にいた生徒から「メダカはいつ入れるんですか。」との声。

安心してください。入っていますよ。      

…古い。（Ｈ） 
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【カレー評論家】010625 

 先週、ＳＣのＯ先生が来校されました。給食の時間になり、「カレーだぁ。」の声。Ｏ先

生は複数の学校を回られているのですが、行く学校、行く学校カレーに当たるとのこと。

スマホに、各学校のカレーの画像を残していました。 

Ｏ先生によると、 

Ａ中学校は「ルーがサラサラで、ジャガイモがゴロゴロしている。」 

Ｂ中学校は「涙が出るほど辛い」 

Ｃ中学校は「キーマカレー、ひき肉で食べやすい。」 

Ｄ小学校は「小学生向けで、あま～い。」 

田浦中は「クリーミーで濃厚。」もはやカレー評論家です。 

ヱスビー食品のＨＰによると、全日本カレー工業協同組合が公表している統計から計算

すると、日本人は１年に約７３回カレーを食べている計算になるそうです３６５÷７３＝

５なので、５日に１回食べている計算になります。１回作れば連続しますし、一人暮らし

の頃はレトルトカレーが定番でしたから、さもありなんというところです。 

わが家のカレーは私がつくることが多いですが、具材は牛バラ肉・玉ネギ・ニンジン・

エノキ・シメジ・マイタケなど、キノコ尽くし。ジャガイモは無し派です。（Ｈ） 

 

【学校等警察連絡協議会】010626 

 今日は、芦北地区学校等警察連絡協議会の全体会でした。本協議会は、学校等の教育機

関と警察とが一体となって、児童生徒の問題行動に対する情報交換、行動連携の他、非行

防止、健全育成及び安全確保等の支援活動を効果的に行うために、平成１５年に設立され

たものです。 

昨年度は会長挨拶で、小中高生が被害にあったさまざまな事件・事故について言及しま

したが、それ以降も幼児・児童の虐待死、相次ぐ運転操作ミスによる死亡事故、川崎市の

通学バス襲撃、吹田市の交番襲撃事件と、安全・安心な暮らしが脅かされる事態が相次い

でいます。 

特に虐待については、警察庁の平成３０年度統計によると、昨年１年間に全国の警察が

摘発した児童虐待事件は１３８０件でした。これは平成１５年の２１２件から６倍近い数

です。数が多くなったのは、児童虐待防止法をはじめとする法環境整備や、関係機関のご

尽力の成果として、見逃されなくなったことも一因と理解していますが、虐待死を防ぐこ

とができず、関係機関の対応について議論される場面も繰り返し目にするところです。ま

た、同統計では、ＳＮＳに起因する被害児童生徒数は１８１１件でした。 

児童生徒の命と安心・安全な暮らしを守るには、学警連の活動を中心にした取組と保護

者・地域への啓発、そして小・中・高の１２年間に渡る自他を大切にする教育と遵法教育

の積み重ねが不可欠であると強く思うところです。（Ｈ） 
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【上級学校説明会１】010627 

今日・明日の２日間、上級学校説明会を行います。１日目は秀岳館高校、八代白百合学

園高校、八代清流高校、八代工業高校、出水中央高校の５校から来校されました。学校紹

介に参加してくれた卒業生もいて、高校の様子がよくわかりました。 

挨拶を依頼されましたので、会の冒頭に少し話をしました。 

まずは、県大会を終えれば、「３年１組」という部活動が始まること。中学校卒業時点

でのそれぞれの進路希望を叶えるというゴールに向けて、学級を仲が良い集団から一歩前

進。目的集団に変容させ、「団体戦」のつもりで入試に臨むこと。練習・健康管理・心の

安定、すべてが整わないと試合会場には立てません。私立高校推薦・専願、公立高校前期

選抜、公立高校後期選抜と入試は続きますが、先鋒が勝利するとチーム３年１組は勢いづ

きます。 

高校の入学式で緊張感を感じるのが、校長先生の「入学を許可する。」という言葉。小

学校から中学校への進学と違い、要求される一定の条件をクリアしたものだけが入学を許

されるのが高校です。言葉の重みを感じます。希望の進路先に求められる生徒になるよう

努力すること。 

最後に、「受験生だから」を言い訳にしないこと。行事にも全力で取り組み充実した９

か月にすること。なにより家族の一員としての役割を果たすこと。（Ｈ） 

 

【上級学校説明会2】010628 

昨日、芦北町で震度３の揺れが観測されました。所用で湯浦小学校にいましたが、下か

ら突き上げるような揺れを感じました。田浦中に連絡したところ、揺れをあまり感じなか

ったとのことでした。生徒・建物にも被害がなく一安心でした。 

昨日・今日の２日間、上級学校説明会を行いました。２日目は熊本高等専門学校、芦北

高校、八代高校、八代東高校、水俣高校、自衛隊工科学校の６校から来校されました。卒

業生の頑張りを紹介してもらうと嬉しいですね。 

学年主任のＫ先生からは、学校ごとに担当の生徒を決め、高校の先生方を駐車場で出迎

え、控室へ案内してお茶を出し、そこで紹介のために名前を聞いて、しばらく話した後に

会場へ案内。終了後は駐車場で見送りという丁寧な接遇の指導がなされていました。 

やはりここはベテランの力。将来、経験を元に自分でできるようになることを意識した

指導をされています。このままでは「お・も・て・な・し」が田浦中の「あ・た・り・

ま・え」になってしまいます。大変なことです。高校の先生方も「田浦中生は全員欲し

い。」という話をして行かれました。団体戦のウォームアップはできました。 

私も、他の先生への来客であっても、必ず２階の校長室を出て玄関まで見送るようにし

ています。短い時間ですが、階段を下りながら田浦中の良さを伝える貴重な時間です。

（Ｈ） 
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【郡市総体３日目】010629 

今日の空手道と水泳を最後に郡市総体のすべての競技が終了し、田浦中からは卓球１５

名、バドミントン７名、剣道１名、空手５名、水泳１名の５競技２９名が県大会への出場

権を得ました。 

県大会は参議院選挙の投票日の関係で年度当初の予定が変更となりました。７月２４日

（水）・２５日（木）にバドミントン（八代）が、２７日（土）・２８日（日）に卓球（宇

城市）・剣道（合志市）・空手（菊池市）・水泳（熊本市）が開かれます。ぜひ、会場での

応援をよろしくお願いします。 

余談ですが、技術室の横でシマヘビを見かけました。それほど大きくない若い個体でし

た。写真を撮ろうとすると、するすると建物と土台の隙間に入っていきました。ヘビ年生

まれで、何となくヘビには親しみがあるため、子どものころは首に巻いたりできたのです

が、今はやめておきます。（Ｈ） 

 

【縁】010630 

夏の甲子園大会県予選１回戦で、水俣高校と八代高校が対戦することになりました。両

校に田浦中出身の野球部員が在籍しています。その話をする中で、次男から「職場の上司

が、夏の甲子園大会で準優勝（第７８回大会）した時の熊工のピッチャーだった。すごい

よね。」という話を聞きました。 

私も「震災の時に熊本市内の学校から田浦中に一時転入していたＭくんも、お父さんが

その時の選手だったと言ってたよ。」という話をしました。 

話をつないでいくと息子の上司は、まさかのＭくんのお父さんでした。Ｍくんのおばあ

ちゃんは、私が保育園児の時のＫ先生。選択と偶然が交じり合って、人と人はどんな縁で

つながっているか分かりません。 

これも縁、あれも縁、たぶん縁、きっと縁です。（Ｈ） 

 


